20110529　1部礼拝

明確に新しく(ヨハネ20:17-23）

イエスさまはすべての救いのことを成し遂げ、完成させられた後、その証拠として復活なさいました。よみがえられたのです。ですから、今までのイエスさまのお話も、もちろん、真理であり、権威あるみことばですが、時間的にすべてを終えられて、すべてを完成なさった後の、復活されたイエスさまのおことばの重みと言うものは、計り知れないものではないでしょうか。そういう意味合いをもとに、よみがえられたイエス・キリストのメッセージのことばに耳を傾けないといけないと思います。その中で、今日は復活してから最初のメッセージが書かれています。イエスさまが復活されたことによって、その復活なさったイエスさまのメッセージの中で、すべてが明確になり、明らかになり、なるほど本当にそうだったのかと、その復活のイエスを信じるクリスチャンの私たちは、すべて今までのことを捨て、新しくスタートさせないといけません。すべてをひっくり返したようなメッセージになりますので、そのよみがえられたイエス・キリストのメッセージをとおして私たちは、何が明確になり、何が確かなものになり、何を新しく考えないといけないのかを確認したいと思います。
1． 抵抗できない救いの確信
まず、よみがえられた復活のイエスさまの最初のメッセージの中で、そのイエス・キリストを救い主として信じて、心に受け入れているクリスチャンの私たちは、もう抵抗することができない救いを与えられているという確信を持たないといけません。「私はイエス・キリストによって本当に救われた祝福の者」という確信を明確にしないといけません。それが復活なさったイエス・キリストのメッセージの中から私たちが見ることができるものです。みなさんはどのような救いの確信を持っていらっしゃるのでしょうか。救いの確信とは何でしょうか。何を私たちは復活のイエスのメッセージをとおして明確にしないといけないのでしょうか。
１）わたしの父、またあなたがたの父…
　イエス・キリストはおっしゃいました。マリヤに向かって、「今、私にすがりついていてはいけません。弟子たちのところに行って、このことを言いなさい。よみがえられたイエスが、これから『わたしの父、また、あなたがたの父となり、わたしの神、また、あなたがたの神』のところに昇るのだ」と。この話は何を意味するのでしょうか。私たちの頭では想像がつかない、鳥肌が立つようなメッセージです。イエスさまはよみがえられた後、イエスさまを信じる一人一人に向かって、「イエスの父、イエスの神、その神様が、また、あなたの父、あなたの神なのです」とおっしゃいました。つまり、イエス・キリストと同じレベルとして表現していらっしゃるのです。復活のイエスを信じる私たちは救われました。その確信を持たなければいけません。イエスの父、また、あなたがたの父、一緒にされているのです。
たとえば、ものすごいお金持ちの人が、値段も付けられないほどの高級車に乗っていて、その鍵を二つ持っています。「すごいな。乗りたいな。私は死ぬまでに、あのような乗り物に乗れるかな」と思ったり、あこがれのものになっていたのですが、その人が「私たちは仲間ではないのか。私たちはもう一緒ではないか。だから、これは私の車だけれども、あなたの車でもあるよ」と鍵を渡されました。それはどういう話かとびっくりしますが、仲が良いほどこういう話があります。私のものはあなたのもの、あなたのものは私のものと、ものすごく仲が良い時に、そのように言います。それで、私とあなたの間なのだから、この車は、私の車だけれども、あなたの車でもあります。私の車もあなたの車もないでしょうという話です。
パウロは救われた、よみがえられたイエスを信じることがどういうことなのかというと、全能なる創造の神様を「アバ父」と呼べるようになったことなのだと言いました。「アバ父」というのは、子どもがなんにもこだわることなく、なにも引っかかることなく素直に、ありのまま、純粋にまっすぐ「パパ」と呼ぶような感じなのです。神様が私たちにとって、そのような「アバ父」と呼べる父となられました。しかも、イエスさまがおっしゃいました。それを言葉では全部、説明することが難しいのです。よみがえられた勝利のキリストであるイエスさまが、神様ご自身である、万軍の主であるイエスさまが、あなたと私と仲間ではないのか、私のものはあなたのものではないのかとおっしゃっているのです。もちろん、神様はものではありません。けれども、そのような感覚で私たちのことをおっしゃっているのです。今、その弟子たちは、イエスさまが復活したのかもよく分かっていないし、部屋に閉じこもって震えている状態です。ものすごく弱々しい人間ばかりでした。それにもかかわらず、彼らに向かってあなたがたは神様の子どもだと言われました。復活のイエスさまのことばなのです。すべてを全部、終えられて、よみがえられておっしゃった、ものすごく重みのあることばなのです。そこで、私たちに向かって、「わたしの神、あなたの神、わたしの父、あなたの父」とおっしゃっているのです。私たちは救われました。なにがなんでも、過去がどうであれ、今、みなさんがどのような問題や弱さを抱えて、また、何が不安なのかよくわかりませんが、そのすべてはだまされることなのです。それにもかかわらず、イエス・キリストによって、イエスがそのように宣言されました。しかも、復活なさったイエスが宣言されます。わたしの父、あなたの父、わたしの神、あなたの神。みなさん、自分自身がイエスさまを信じることによって、（私たちがイエスさまになれるわけではありませんが）これほど私たちの格が上がるという感覚がありますか。イエスさまが、わたしのものはあなたのものとおっしゃるほど、イエスさまと一緒で、仲間で、親しいという存在になって、変えられて、認められているとご存知なのでしょうか。それを救われたと言います。これが復活されたイエスさまのメッセージをとおして、明確になります。あなたがたは救われたのだとおっしゃったわけではありません。わたしの神、あなたの神、わたしの父、あなたの父とおっしゃっているのです。これより明らかな、これより鮮明に救いの祝福をおっしゃることがどこにあるのでしょうか。ですから復活のイエスさまのおことばをとおして、自分が救われた、つまり、救われたということは単に救われたという、単に教理的なお話ではありません、私は幸せ者、私は祝福された者ということに対して、明確な確信を持たないといけません。
２）死からいのちに移っている
それから、なにがなんでも、いろいろなぐじゃぐじゃな思いを全部、振り払って、新しくスタートしないといけません。私は祝福の者です。私は救われた者です。以前は死の力に捕らわれていた者です。私たちはよくわかっていなかったでしょうけれども、地位が、身分が、経済力がどうなのか、人格の程度がどうなのか、人柄がどうなのかなどとはまったく関係なく、私たちは神から離れて、神の御怒りを受けるべき子らとして生まれて生きてきたのです。滅びの運命の力に捕らわれて、一歩も出られない状況に閉じ込められていた存在であります。
３）最高の祝福の身分
それにもかかわらす、イエス・キリストを信じることによってイエスさまは宣言されます。わたしの父、あなたの父、その死の力から完全に解放されて、神様のすべての祝福が自分のものになっているのです。天にある霊的なすべての祝福をいただいているものなのです。これが救われたということです。「まことに、まことに、あなたがたに告げます。わたしのことばを聞いて、わたしを遣わした方を信じる者は、永遠のいのちを持ち、裁きにあうことがなく、死からいのちに移っているのです」。これが、これっぽっちもあいまいなところなく、疑いなく、明確に、今、みなさんがどのような問題を抱えていても関係なく、私は救われた者で、幸せな者で、祝福された祝福の存在なのです。それに対して、今日の雨の天気のようなどんよりとした確信でなく、秋晴れのような晴れ晴れとした明確な確信を持たないといけません。なぜでしょうか、よみがえられたイエスがおっしゃったことばにそう書かれているからです。この重みは計り知れないものです。
４）疑いと自分の基準を捨て
　イエス・キリストを信じて救われ、受け入れた私たち一人一人は、そういう意味で、今の状況や今の形がどうなのかと関係なく、この世において最高の祝福の身分に変えられています。だれがでしょうか。今、礼拝をささげているみなさん一人一人がそういう存在だと、イエスさまが宣言されています。私はこの言葉を知らないでいたわけではありません。でも、メッセージを準備しながら、聖書を読みながら、自分でびっくりしました。「そうか、そうだろう。復活の万軍の主イエスさまが、わたしの父、あなたの父とおっしゃっている。自分はそういうものなのか」鳥肌が立つような感謝と感激を覚えました。自分は最高の祝福の者なのだ。だから、これっぽっちも疑う気持ちや、自分の基準を持つ必要はありません。全部、捨てて、確信を持ってください、私は祝福の者だと。もう一度言います。今、どういう問題を抱えていても、それが内側の問題なのか、家庭の問題なのか、人間関係の問題なのか、夫婦間の問題なのか、どういう問題なのかよくわかりませんが、まったくかまいなく私は幸せな者、祝福の者、イエスさまがそれほどおっしゃるほどの存在なのです。みなさんの基準、レベルで評価したり、考えたりしないで、復活のイエスさまの重みのあることばによって、みなさんを見直していただきたいと思います。それゆえ、みなさんが今日も雨の中、ここに来て、礼拝をささげているのです。これは決まった行事だから来るのではありません。みなさんが、そのような祝福の存在なので、世の中の人と一緒に食べて、一緒に暮らしてはいても、世には属さないで、天の御国の者だという明らかな証拠なのです。私は最高の祝福の者です。これは絶対に忘れてはいけない、明確に、あいまいになってはいけません。今までどこかあいまいなところがあったり、中途半端なところがあったとすれば、全部、振り払って、新しく考え方もひっくり返し、なにがなんでも、私は幸せ、祝福な者、救われたのだからと考えてください。救われたというのは、神の御怒りが取り除かれただけでなく、その神が私を、「あなたは、わたしの子だ」と抱きしめて、私の中に入ってこられる、それが救いなのです。主が愛をもって永遠にともにおられ、離れることがない存在になったことを救われたと言います。だから、幸せなのです。この幸せ、祝福、救いは癌も奪い取ることはできません。どのような病気も、どのような敵も、どんな被造物も、どんなすごいものでも奪い取ることはできません。この幸せは、この救いは、救いの祝福は、みなさんがまだわかっていないからであって、どういう最悪な状況、不幸な環境、状況でも、全部、打ち勝って、食い尽くして食いこんで、飲み込んでしまうことができる幸せです。悪魔もサタンも天使もどんな被造物でも、だれもキリスト・イエスの内にある神の愛から私を切り離すことはできない、そのような幸せをいただいているものなのです。だまされないように。自分自身を過小評価しないようにしてください。よみがえられた復活のイエス・キリストの言葉は重みがあります。今までアダム以来、すっと預言され守り続けて、行い続けて、イエス・キリストが来られて３年間いろいろな働きをなさって十字架で血を流され、すべてを完了したと宣言し、それからよみがえられたイエスです。もうすべてが終わりました。これからは今までの余計なこと、へんなこと、古い考え方を全部、捨てなさい。新しくスタートしなさい。あなたはなにがなんでも、だれがなんと言おうが幸せな者です。わたしの父、あなたの父、その確信を持ってください。
2． 現実に勝てる勝利の確信
それから、イエスも十字架にかけられたので、ユダヤ人がいつ逮捕しに来るかわからず、弟子たちは不安と怖さの現実の中で集まっていました。いろいろな現実によって彼らは圧倒されて、動けないような状態になって部屋に閉じこもっている状態でした。怖くて戸締りをして、全部、シャットアウトしていました。そこへ、いきなり彼らの真ん中にイエス・キリストが現れたのです。イエスはよみがえられた肉体なので、このような壁などにぶつかったりはしない体です。私たちも後に、よみがえったときには、そのような体に変えられると聖書には約束されています。イエスは、彼らが怖くて、どんなに閉じこもっていても、すでにシャットアウトしていても、イエスはそういう彼らの真ん中に入ってこられる方なのです。なぜでしょうか。よみがえられたので。復活はすべてをひっくり返しました。彼らは抵抗できません。イエスの祝福を止めることはできないのです。
１）平安があなたがたにあるように
その真ん中に来て、震えて恐れている彼らに向かっておっしゃいました。「平安があなたはがたにありますように」。それから、もう一度「平安があなたがたにありますように」。なぜ、そうおっしゃったのでしょうか。あまりにも不安で、震えて、心配ばかりして、悲しんでいるからです。そうしなくてもいいのです。よみがえられ、復活されたのだから、これ以上、それにだまされないようにしてください。つまり、復活のイエスのメッセージの中で、私たちはどのような現実があっても、その現実に必ず勝てる、勝利の確信を明確にして、また新しくその確信をもってスタートしないといけません。私たちは必ず勝利します。なぜかというと、イエスがもうすでに勝っていらっしゃるから。これがこのメッセージの意味なのです。「平安があなたがたにありますように」
２）問題ない（捕らわれないように）
つまり、今、現実は不安だらけなのです。その現実に負けないように願います。どんな不安な現実があっても、それがあなたがたを襲うことはできません。復活のイエスがともにいるから。どのような現実があっても問題になることはありません。現実のさまざまな問題に気が捕らわれて、縛られることがないように、それが「平安があなたがたにあるように」という意味なのです。あなたがたは現実に捕らわれないで、必ず勝てるから、もう勝っているから、勝利の確信を持ちなさいと言われました。
３）ともにおられるから
理由は、復活のイエスが、神様がいつまでも離れることなく、その現実の中でともにおられるから、それが救われたということです。それから、私たちの頭では、これは悪い、これは良い、これは大変だ、これは良かったと、いろいろな評価があるかもしれません。
４）すべてを働かせて益にするから
でも、イエスがよみがえられた後、復活のイエスがともにいるクリスチャンには、すべてが全部、働いて益となるようになっているので、平安があなたがたにありますように、つまり、怖がらないで、現実に捕らわれないようにしましょう。イエスさまが天に昇られる直前にもう一度、言われました。「それはあなたがたは知らなくてもいいのです」とおっしゃいました。それから、聖書に書いてある、すべての内容がその証拠です。エジプトからキリストの血によって救われたイスラエルの民が荒野を歩くとき、紅海が邪魔をして、砂漠が邪魔をし、食べ物、飲み物に困って、敵に攻撃される、いろいろな現実の問題がありましたが、それが本当に彼らにとって問題だったでしょうか。それが問題だと思い、不安がってそれに捕らわれることが問題だったのです。カレブとモーセ、ヨシュアのような人は、それは問題じゃない、イエスはキリストだから、すべての問題を終わらせ、神が雲の柱、炎の柱、マナとウズラをもって私たちと一緒にいて、守り導かれる方なのだから、心配ないし、問題ではないと信じていました。現実に捕らわれないようにしてください。現実に捕らわれると、良いときには浮いて浮かれてしまうし、悪いときには沈んで不安になってしまいます。どっちにしても良いことはありません。クリスチャンは、これから復活のイエスさまのメッセージをとおして、平安があなたがたにありますようにというメッセージをとおして、なるほど、現実に捕らわれる必要ない、それはある意味、私たちが神経を使うようなものではないと知るべきです。それではどうすればいいのでしょうか。「オンリー聖霊があなたがたに臨まれるとき」、私たちは神がともにおられるその祝福に集中すればいいのです。神の導き、神の祝福に集中すればいいのです。クリスチャンなのに、クリスチャンとしての神様の力をなかなか体験できない理由が、現実が厳しいから、私たちが弱いからではありません。それが、まったく問題ではないという信仰がないからなのです。つまり、救われた主が今ともにおられるから問題がないという信仰が欠けているから問題なのです。義人は信仰によって生きると言われます。イエスさまは不安がっている彼らの真ん中に立って、ごちゃごちゃいろいろなことをおっしゃったわけではありません。「平安があなたがたにありますように」、不安になる必要などないよとおっしゃったのです。ですから、もう一度、クリスチャンは、救われたという揺れることのない確信と、根本的な感謝とその平安を持ってください。具体的に、現実のさまざまなことに対して、捕らわれないように。それが大きいか、小さいかなどは関係ありません。なぜかというと、ともにおられる神様、私たちにある救いの祝福は、その問題よりはるかに大きいから問題ではありません。
今週、伝道学校や核心などに行って、この話をしましたけれども、ヨルダン川があふれて荒れているときに、それは私たちから見れば、気になって気になってしょうがないことです。私たちの力では渡れないから、波の高さや、どれほど幅があるのか全部、気になるのですが、それがまったく気にならなくなる、また、気にしなくても良いときがあります。この川岸の方にヨルダン川を十分に飛び越えていける飛行機が用意されているときには、波の高さなどはそのままでしょうが気にしなくてもいいでしょう。気にすることは、逆にストレスで害、ダメージになるのです。飛行機だけを気にすればいいのです。主がともにおられること、神様がキリストによって与えられた救いは飛行機よりは大きいのです。だから、私たちの今までの感覚では、ある意味では理解できないでしょう。平安があなたがたにありますように。今、現実、不安な要素ばかりなのに、なぜ、平安であるようにとおっしゃっているのか理解できないかもしれません。条件は一つだけです。イエスが勝利なさって、よみがえられて、そのイエスを信じる者と、神が救いの祝福をもって、いつまでも永遠にともにおられるから、その神はすべてに優る方なのです。それを抜いてしまうと、不安になるのが当たり前で仕方がありません。私たちは今まで、キリストを信じるまでは、それから教会に通っていても、本当の福音が何か正しくわかるまでは、飛行機がなかったので、そういうことが当たり前で当然で仕方ないと思っていました。現実を気にするしかないのではないかと洗脳されているのです。そこをひっくり返して、新しい発想をもってスタートしないといけません。
現実に十分勝てる勝利の確信をもって、勝利の主がともにおられるから、気にするところをチェンジしてください。すべてのことを働かせて益となるのです。私は今、霊的に苦しんでいる、また、周りから見たときには、だめだと思われる人に向かっても、あなたが本当にキリストを信じるならあなたには希望があるよ、他の人にはない特別な神様の計画あると言います。これは励ましの言葉ではありません。復活のイエスの力は、主がともにおられるのであれば、そのすべてを働かせて、結局よかったねと振り返ってお証しできる日が必ずやってくるようになります。みなさんも、弱い人、倒れている人、だめな人間を見るときに、そのような目で見ないといけません。みなさん、自分自身もそうなのです。現実に惑わされないように、現実に振り回されないように、勝利の明確な確信をもってください。
昨日もある信徒の方に言いました。「自分が信仰生活など正しくやりたいが、思いどおりできず、足りないところがたくさんある、それが不安です」と言いました。心がきれいな方なので、そのような話をするのでしょう。それで、言いました。「それは気持ちはわかります。でも、不安になることは別です。私がうまくいかない、足りないところがある、今、本当は３つの今日をきちんとやりたいのだけれども、思いどおりにうまくいかない。現場で伝道をしたい、でも、それもなかなかうまくいかない。なんで私はこうなのか。それが不安になるのは、だまされることなのです。別にそれが良いということではありませんが、でも、そのときに、そのように穴だらけで、普通に考えると不安になるしかないような、足りないところが、たくさんあるにもかかわらず、キリストにあって、それが一切、問題にならないことを確認しつつ、キリストのありがたさに感謝してください。不安になるというのは、それが足りないから、穴が開いているからではありません。キリストの完璧さを一瞬、忘れているから、それが不安に変わるだけなのです。つまり、あなたの足りないところ、あなたの問題は不安材料ではありません。キリストのありがたさをもう一度、明確に覚えて、実際に覚えて、それを感謝する材料なのです。それから、放っておいていいのではなく、だから感謝して不安から解放されて、オンリー聖霊が臨まれると、聖霊の祝福のほうに持って行くのです」と。不安がらないように願います。現実にどんな失敗があっても、どのような問題があっても、どのような不安要素があったとしても、私たちを不安に引き落とすことができるようなものは何一つありません。平安があなたがたにありますように。このメッセージがみなさんに成就することを祈りたいと思います。
３．世を勝ち取る使命の確信
なぜ、イエスさまがこれをおっしゃったのかというと、イエスさまはそこに集まっている、今は不安がっている彼らが、どれほど尊い存在なのか見通してご存知なのです。彼らがまだ気づいていないだけなのです。それで、現実に捕らわれて、あれだこれだと、余計な戦いばかりしているのです。そこでイエスさまが、「平安があなたがたにありますように、そんなのはどうでもいい。あなたがたは知らなくていい。そういうことにこだわり、捕らわれていないで」と言い、おっしゃいました。「父がわたしを世に送ったように、わたしもあなたがたを世に遣わします」、これが復活のイエスさまのメッセージなのです。つまり、このメッセージの中で私たちは、何を明確にすべきなのかと言うと、私たちクリスチャンはこの世を、現場を勝ち取る、現場を征服する使命のあるものだという、使命の確信を明確にして、新しくこの使命をもってスタートしなければなりません。不安がって、部屋に閉じこもって現実におびえている存在ではありません。早く、そのようなものは振り払って、それは、あなたがたは知らなくてもいい、あなたがたは世を変える、この世を勝ち取る伝道者だという使命を彼らに確認してくださったのです。
１）わたしもあなたがたを遣わします
父がわたしを世に送り、遣わしたように、わたしも彼らを世に遣わします。これが復活した後のクリスチャンの本論なのです。これを聞かないといけないし、このようなスタートを切らないといけないのに、救いの確信もない、今、イエスさまは本当に救い主だったのか、キリストだったのかあいまいなのです。お墓の周りをぐるぐる回っている状態なのです。お墓はもうさようなら、イエスは復活なさったから、イエスはキリストなのだから、そのイエスにあって、わたしの父、あなたの父なのだから。確信をもって、それから、閉じこもって、現実のさまざまなことで不安を覚えて、おびえていないで現実に捕らわれないように。必ず、勝利します。現実に捕らわれないでください。

２）視線を世に向けて（テーマ：使命）
どうすればいいのか。世に遣わします。使命のほうに視線を向けないといけません。クリスチャンの視線は使命の方に、これが復活したイエスさまのメッセージの重みなのです。「なるほど、私は、本当は自分なりには真剣に悩んで、真剣にいろいろなことを考えていたかもしれませんが、余計なものだったのですね。私、クリスチャンの神の子どもである私が気にすべき内容は一つしかないのですね。世に遣わされた、福音をもって、この神の祝福を世の人に伝える福音宣教の使命、これ一点に絞って、これだけにこだわるべきなのですね。それなのに、見事にだまされて、あれこれ捕らわれて、不安になり、心配して、気にしていたのですね。」それを、全部ひっくり返して、私たちはそういう存在ではありません。私には、まだこんな弱さがあり、足りないことがあることも、すべてをご存知であり、そのすべてが問題にならないように、どんなに外で土砂降りが降ってきていても、みなさんはそれと関係ないように、神の祝福の家に招き入れられた者なので、大丈夫なのです。気にしないように。多くの人が雨の音で怖がってどうしようと思うのですが、逆なのです。音が強くなればなるほど、それにもかかわらず当たらない、この家のありがたさを、もう一度改めて思い出して良かった、感謝だという機会なのです。どういう問題があってもです。箱舟の中に入っている者は、外側で大洪水の災いがあっても、まったく関係ありません。みなさんが、キリスト・イエスの中にいると平安があります。だまされないようにしてください。それをキリストの唯一性と言います。イエスはキリストです。イエスは箱舟なのです。イエスは神の家なのです。大丈夫です。それで、いろいろなところに散っていた私たちの神経を全部、改めて、どこに持って行くべきなのかと言うと一点張りなのです。世に遣わされます。福音宣教の使命の方に視線を集中して、残りの人生のテーマは一つしかありません。使命のために生きるのです。
３）聖霊を受けなさい
それをどうすればいいのか。そのためにイエスさまは、そのあとおっしゃいました。息を吹きかけて聖霊を受けなさい。聖霊の力によって、その使命を全うするようになるから、私たちがやるものではなくて、聖霊の力によって神がなさることを、私たちがただ、見て味わうことですから、それに私たちが招かれて用いられるだけのことなので使命の確信を持つようにしてください。私は使命のために生きるものなのだということを明確にして、すべてを改めて新しく、使命一点に絞って残りの生涯をスタートしないといけません。聖霊を受けなさいというのは、聖霊充満のことです。その聖霊充満の本当の理由は世に遣わされるから、福音宣教の使命があるからこそ言われるものなのです。なんでもかんでも聖霊充満というわけではありません。その祝福が私たちに約束されています。
４）世を任される
それから、最後にものすごいことをおっしゃいました。もし、あなたがたが罪をゆるすなら、その人の罪がゆるされます。罪をそのまま置いておいたら、そのまま残るでしょう。まるで、私たちが人の運命を左右するかのような話です。もちろん、私たちにそのような権限があるわけではありませんが、私たちが使命のためにイエス・キリストの福音を伝えることをテーマにして生きるものであれば、その権限が私たちに与えられているのです。つまり、この世を私たちに任せていらっしゃるのです。私たちによってどうにかなるとおっしゃっているのです。もちろん、神の主権のもとで、神がなさるのでしょうが、クリスチャンの私たちに向かってはこの世を、世の中のたましいをあなたがたに任せるとおっしゃっているのです。なんとすばらしい権限、なんとすばらしい祝福なのでしょうか。それが使命と言うものなのです。
よみがえられたイエス・キリストがおっしゃった言葉、一つ一つをかみしめて、今までおっしゃったことも、もちろんそうですが、時間的に重みが違うのです。イエスさまはここでも淡々と、大胆におっしゃっています。もう全部終わったので、その後の話なのです。わたしの父、あなたの父、平安がありますように。あなたを世に遣わします。ぜひ、余計なものに捕らわれないで、余計な戦いにエネルギーを費やさないで、みなさんのすべての神経を、現場に、たましいに向かって、使命のほうに視線を集中していただきたいと思います。
結論

そういう意味で、今までも言われていたのですが、もう一度、明確に新しく、今までの全部をふりはらって、ひっくり返して、という思いをもって、みなさんの許されている現場を宣教地として見て、心に持ってください。現場はお金のために、研究のために、勉強のために、いろいろな理由があって行くでしょうが、そこは宣教地なのです。福音が必要な宣教地なのです。それは祝福で、感謝なのです。それを明確にしましょう。それから、その宣教の使命を邪魔する私たちを縛っているもの、捕えているもの、現実をとおして私たちが捕らわれて、使命の方に向けることができないようにするものが、それぞれあると思うのですが、それは子どもの問題なのか、病気の問題なのか、人間関係の問題なのか、経済の問題なのか、いろいろあるでしょうけれども、その使命を邪魔するすべて捕らわれているものを断ち切ってください。平安がありますように。それは私たちは知らなくていいものです。それで聖霊充満のほうに集中していきましょう。いつも申し上げますが、一日の中で、今の私たちのレベルでは、聖霊充満だけに集中する時を必ず設けるようにしましょう。その時は、本当にすべてを忘れて何かの中に入っているような経験をする時を必ず持ってください。それから、みなさんの心の中心に伝道を蓄えてください。それは、どういう意味なのかと言うと、どうしたらこの復活のイエスによる救いの祝福が宣べ伝えられるか、どうしたら人に向かって、現場に向かって、他の理由は全部カットしながら、良い人悪い人、気にいる人、気にいらない人、そういうのを全部カットしながら、どうしたら福音が宣べ伝えられるようになるのだろうか、それだけを中心に蓄えて、人を見て、現場を見て、いろいろな事柄を見て祈っていくようなクリスチャンになっていただきたいと思います。復活のイエスのメッセージの前で、すべてが明確になって、今までのことを全部、改めて、新しく、その言葉に乗って、新しくスタートする祝福を祈りたいと思います。

〈お祈り〉

恵み深い天の父なる神様、よみがえられたイエス・キリストのメッセージ、すべてを成し遂げられたイエス・キリストが、口から発せられたメッセージをとおして、私たちが何を明確にして、改めて、喜びをもって確信とともに、スタートすべきなのか教えてくださりありがとうございます。一人一人に本当に確信による感謝と、それから揺れることのない勝利の確信と、使命をテーマにして、心の中心に伝道を蓄えて祈ることができるクリスチャンになるように祝福してください。イエス・キリストの御名によってお祈りします。アーメン
6

